
基礎数学 II

６
Aを m� n 複素行列とする。Aは C

n から C
m への線形写像を与える。A� で A のエル

ミート共役行列を表す。つまり、A� = A
T
. 　ここに、Aは A の複素共役行列、AT は A

の転置行列である。明らかに、A� は C
m から C

n への線形写像となる。Cn; Cm にはそ

れぞれ標準的な内積 h ; in, h ; imが定義されているとする。たとえば、hu; vin =
nX

k=1

ukvk.

ただし、u; v 2 Cn の標準基底に関する成分をそれぞれ uk; vk で表した。以下の事実を

証明せよ。

(1) hA�
y;xin = hy; Axim; y 2 Cm; x 2 Cn

(2) KerA� = (ImA)?

(3) ImA�KerA� = Cm

(4) ImA� � KerA = Cn

(5) (KerA)? = ImA�

(6) ImA = ImAA�

ただし、ImA, KerA 等はそれぞれ、

ImA = fAxjx 2 Cng; KerA = fx 2 CnjAx = 0g

で定義される。また、部分ベクトル空間 V に対して V ? は V の直交補空間を表し、�

は直和記号である。


